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和衷共済（わちゅうきょうさい）

心を合わせて協力して物事を行うこと。和衷は、

心の底から一つに合わせること。

文責 校長 藪下 和彦

「飛躍する」・「向上する」年といわれる「兎年」
明けましておめでとうございます。今年もよろしくお願いします。元日の朝は新しい年の始まりです。皆さん

は、どんな元日の朝を迎えたでしょうか。「一年の計は元旦にあり」「一年の初めの日だ。今年は、○○を頑張
ろう！」「□□を続けよう！」などと、一年の計画や目標をたてたことでしょう。
さて、今年は「兎年」にあたります。新型コロナウイルス感染症が確認されたのは、2019年12月初旬。そこ

からわずか数ヶ月間でパンデミックといわれる世界的な流行となりました。ちょうどその年は「子年」。新しい変
化の兆しが見え始めた状態として、新しいことにチャレンジしたり成長に向けたアクションをスタートしたりする
にも適した年ともいわれていました。
そして、2021年は「丑年」。先を急がず一歩一歩着実に物事を進めることが大切な年ともいわれました。私

たちは、先の見えない見通しの立たない中で、様々な場面で今までにない経験をしました。
昨年は、新型コロナウイルス感染症3年目を迎えました。「寅年」となって、成長する、始まる年ともいわれコロ

ナとの共存の中から見えてきた多くの知識を十分にいかしながら、日常の学校生活、そして家庭生活を送って
きました。多くのことを学び次の場面へどのように繋げ、いかしていくのかを試行錯誤する3年間だったように思
います。
今年の干支は、「兎年」です。兎年に起こった出来事を抜粋すると次のとおりです。201１年：東日本大震

災、なでしこｼﾞｬﾊﾟﾝW杯優勝、地上波ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送への完全移行。1999年：iﾓｰﾄﾞｻｰﾋﾞｽ開始、歌手の宇多田ﾋ
ｶﾙさんﾃﾞﾋﾞｭｰ、日本最古の金銭とされる「富本銭」が発見される。1987年：国鉄民営化からJRが発足、ﾌﾟﾛ
野球の衣笠祥雄選手が連続出場の世界記録達成。こうしてみると、時代の終わりや始まりを告げる出来事が
多く起こっています。「物事の始まりと終わり」という傾向が反映されているのかもしれませんね。2023年の
「兎年」は「飛躍」や「向上」の年ともいわれます。今までの数年間から大きく「飛躍」し、私たちの生活が大きく
「向上」する年になってほしいものです。

3年ぶりの「大書」
右頁の写真は、全校生徒から募集した、「今年の漢字一字」から選ばれた、「新」と「輝」を大書にしたもの

です。作品の製作に携わってくれたのは、2年生のA.MさんとK.Sさんです。二人は生徒会執行部でもあり、放

課後の部活動もある中で、限られた時間ではありましたが協力をしてくれました。格技場には、納得のいく字が

仕上がるまで、何度も何度も繰り返し書き続ける姿がありました。初めて目にした大きな紙と筆をバケツに入っ

た墨汁につけ、身体全体を使って字を書く姿は壮明でした。作品製作には、地域コーディネーターの喜多さん、

中谷さん、小玉さんにもお世話になりました。また、保健の青山先生にもご協力いただき素晴らしい作品に仕

上がりました。

2学期の終業式の中でも全校生徒の皆さんにお披露目をしてもらいました。あわせて、その漢字に込められ

た意味も紹介してもらいました。

「新」に込められた意味としては、新しい年に向かって新たな一歩を全校生徒で踏み出す。また、心機一転

気持ちを新たにして新しい年を迎える。40周年という節目の年を終え、新しい時代、新しい日枝中学校を作り

出すという意味が込められています。

「輝」に込められた意味としては、40周年の看板にもあるように、輝かしい明日や未来を自分たちの手で切

り開いていく。そして、輝く明日を築くためには、全校生徒が一丸となって昨日よりも今日、今日よりも明日と輝

ける毎日を過ごしていこうという意味が込められています。

のがみがわ

ONE HEART ONE TEAM

「大書」製作ギャラリー
■格技場にて作品づくり。何度も何度も繰り返し納得のいくまで身体全体を使って筆を走らせていました。

■納得のいく出来映えに一安心。真ん中写真は、紙の大きさを物語っています。ご苦労さまでした。

■体育館でのお披露目の様子と、職員正面玄関に飾られた大書です。玄関前の門松や大書の木枠は、用
務員さんに事前に準備していただき、立派な作品へと仕上げていただきました。ありがとうございました。



生徒会引継式が無事終了しました！
生徒会引継式が2学期終業式の中で執り行われました。終業式が一旦終了してからの引継式でしたので、

会場がざわつくことも予想されましたが、素晴らしい雰囲気の中で無事に次の代へと生徒会旗が手渡されま
した。以下は、旧生徒会会長のS.Kさんと、新生徒会会長のA.Mさんのことばです。

【旧生徒会会長・S.Kさん】
私が、生徒会長として学校の先頭に立って、日枝中学校のために努力した一年は、とても充実した楽しい日

々でした。毎週行われた執行部会では意見を出し合いました。日枝中学校のために一緒に頑張ってくれた旧
執行部の人たちも、また、それについてきてくれた全校生徒の皆さん、サポートをしてくださった先生方、今まで
本当にありがとうございました。皆さんのおかげでよりよい日枝中学校にすることができたのではないかと思
います。
新生徒会長のMさんを筆頭に、もっとよい日枝中学校を築いてくれると思います。皆さん、今後とも生徒会執

行部をどうぞよろしくお願いします。ありがとうございました。

【新生徒会会長・A.Mさん】
今、前生徒会長のKさんから生徒会旗を受け取り、代々受け継がれてきた生徒会長としての重みを感じてい

ます。
私は一年生の時から生徒会長という存在に憧れていて、いつか自分も生徒会長になり日枝中学校をもっと

よい学校にしていきたいと思っていました。そしてこの度、生徒会長となり、一年生の時から抱いていた思いを
胸に、これからの生徒会での活動を頑張っていきたいと思います。
また、私は選挙公約でも示したとおり、生徒一人ひとりが楽しく安心して過ごすことができる学校を創ってい

きたいと思っています。そのためには、今までの執行部が行ってきた活動を継続させながら、さらに新しい活動
をしていきます。今ここに並んでいる新生徒会執行部員を見てください。この18名が中心となって、より良い日
枝中学校を目指していきます。そして、さらに私はこの生徒会執行部員だけでなく、全校生徒の皆さんとともに
力を合わせて頑張りたいと思っています。どうぞよろしくお願いします。

■↑前K生徒会長を中心とした旧執行部員 ■↑新M生徒会長を中心とした新執行部員

新旧交代が厳粛な雰囲気の中で執り行われまし
た。新旧それぞれの生徒会長から紹介された執行部
員一人ひとりの「返事」がとても素晴らしかったです。
また、壇上での立ち振る舞いも全校生徒の見本とな

る姿勢でした。それぞれの会長から今までの思いとこ
れからの思いを語ってもらいました。とりわけ、旧執行
部員の人たちは、終業式の挨拶の中でも触れました
が、40周年という節目の年の最上級生となる年として
入学してきました。新型コロナウイルスの先行きが全く
見えず、40周年を無事に迎えることができるのかどう
かも心配されました。しかし、そういった不安を見事に

打ち消し、周年行事も見事にやり遂げてくれました。本当にありがとうございました。お疲れ様でした。
ONE HEART ONE TEAM

今後の予定
【2月】 【３月】

２（木） ３年県内私立高入試 ８（水） 県立高一般選抜入試

３（金） ３年県内私立高入試・外国籍生徒保護者会 ９（木） 県立高一般選抜入試（実技）

新中１入学説明会（PM） １４（火） 卒業式（午前）

７（火） 県内私立高発表 １５（水） 県立高一般選抜発表

県立推薦・特色・スポ文選抜

８（水） 県立・スポ文選抜

１０（金）～１２（日）京都私立高入試

１４（火） 県立推薦関係発表

１６（木） 第４回定期テスト

17（金） 第４回定期テスト

書道教室（美文字教室）
中学校区の地域コーディネーターの皆様のおかげで、2学期の終業式の午後から、小規模ではありました

が、書道教室（美文字教室）を昨年度に引き続き開催することができました。この教室は、小学生が冬休みの
宿題として取り組んでいる「書き初め」を中学生や地域の高校生が一緒に作成・活動しながら、交流を図ると
いう目的があります。今回は、コロナ禍ということもあり、高校生の参加が見送られ小学生の参加も一部ではあ
りましたが開催することができました。
そして、今回は新たな取組として、書道の活動終了後に「学校見学ツアー」と称して、校舎内（主に特別教

室）と部活動の様子を見学するという企画を設けていただきました。
小学生や中学生、そして小中学校の地域コーディネーターさんからの自己紹介で始まった書道教室。時間

の経つのを忘れるぐらい、熱心にしかも集中した取組となりました。
最後に、今回の書道教室を終えて、参加した小学生や中学生から感想を聞いたところ、中学生からは来年

入学してくる小学生との交流ができたことがよかったという感想が聞くことができました。また、小学生からは、
中学校入学への不安も正直ありましたが、今回の教室で中学校へ安心して入学する準備ができましたという
感想を聞くことができました。今回の教室を開催するにあたり、コロナ禍で参加者の数も気にはなりましたが、
教室開催のねらいとする小中学校の交流が図られたことが何よりでした。和気あいあいとした雰囲気の中に
も、画仙紙に筆を走らせる瞬間は緊張感が教室中に漂い、とても清々しい気持ちで教室の中での時間を過ご
すことができました。企画運営に携わっていただきました小中学校のコーディネーターの皆さんありがとうござ
いました。


